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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年6月15日(2017.6.15)

【公表番号】特表2016-522446(P2016-522446A)
【公表日】平成28年7月28日(2016.7.28)
【年通号数】公開・登録公報2016-045
【出願番号】特願2016-515657(P2016-515657)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   6/42     (2006.01)
   Ｈ０１Ｓ   5/022    (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  31/0232   (2014.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    6/42     　　　　
   Ｈ０１Ｓ    5/022    　　　　
   Ｈ０１Ｌ   31/02     　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成29年5月1日(2017.5.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光信号を少なくとも１つの導波管（１０）の軸心（１２）の方向に送信する少なくとも
１つの電気－光コンバータ（２８）を送信側端子接点（２２）から来る信号に基づいて起
動する少なくとも１つの送信側回路（２６）を有する、前記導波管（１０）へ前記光信号
をカップリングする装置（１００）であって、
　前記電気－光コンバータ（２８）は、少なくとも１つの送信側レセプタクル／アライン
メント・モジュール（４０）内に、具体的には埋設によって、配置され、
　前記送信側レセプタクル／アラインメント・モジュール（４０）は、前記導波管（１０
）を前記電気－光コンバータ（２８）に対してアラインメントするための少なくとも１つ
の溝又は通路状くぼみ（４６）を備え、
　前記送信側レセプタクル／アラインメント・モジュール（４０）は、送信側基板（２０
）に設けられた凹部（３８）内に、実質的に形状はめ式（ｆｏｒｍ　ｆｉｔ）及び／又は
力はめ（ｆｏｒｃｅ　ｆｉｔ）式に受け入れられている装置（１００）。
【請求項２】
　光信号を少なくとも１つの導波管（１０）の軸心（１２）の方向から受け取り、到来電
気信号を処理してそれらを受信側端子接点（６２）へと出力する少なくとも１つの受信側
回路（６６）にそれらを電気信号として送信する少なくとも１つの光－電気コンバータ（
６８）へ、前記導波管（１０）からの光信号をデカップリングするための装置（１４０）
であって、
　前記光－電気コンバータ（６８）は、少なくとも１つの受信側レセプタクル／アライン
メント・モジュール（８０）内に、具体的には埋設によって、配置され、
　前記受信側レセプタクル／アラインメント・モジュール（８０）は、前記導波管（１０
）を前記光－電気コンバータ（６８）に対してアラインメントするための少なくとも１つ
の溝又は通路状くぼみ（８６）を備え、
　前記受信側レセプタクル／アラインメント・モジュール（８０）は、受信側基板（６０
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）に設けられた凹部（７８）内に、実質的に形状はめ式（ｆｏｒｍ　ｆｉｔ）及び／又は
力はめ（ｆｏｒｃｅ　ｆｉｔ）式に受け入れられている装置（１４０）。
【請求項３】
　前記導波管（１０）は、その断面において、前記くぼみ（４６；８６）内に少なくとも
部分的に組み込まれ、具体的には前記くぼみ（４６；８６）内へと部分的に陥没している
請求項１又は２に記載の装置。
【請求項４】
　前記くぼみ（４６；８６）は、前記導波管（１０）の軸心方向に延出する前記レセプタ
クル／アラインメント・モジュール（４０；８０）のアラインメント部分（４４；８４）
とアラインメントされている請求項１～３のいずれか一項に記載の装置。
【請求項５】
　前記くぼみ（４６；８６）がＶ形状である請求項１～４のいずれか一項に記載の装置。
【請求項６】
　前記コンバータ（２８；６８）を受け入れる前記レセプタクル／アラインメント・モジ
ュール（４０；８０）は、前記導波管（１０）の前記軸心方向に対して横断する方向に、
具体的には垂直な方向に、延出している請求項１～５のいずれか一項に記載の装置。
【請求項７】
　前記コンバータ（２８；６８）から離間する前記レセプタクル／アラインメント・モジ
ュール（４０；８０）の端部、具体的には前記コンバータ（２８；６８）から離間する前
記アラインメント部分（４４；８４）の端部は、前記基板（２０；６０）の前記前面（２
０ｓ；６０ｓ）に対して実質的に面一に当接する請求項１～６のいずれか一項に記載の装
置。
【請求項８】
　前記レセプタクル／アラインメント・モジュール（４０；８０）の高さは、前記基板（
２０；６０）の高さと実質的に面一に当接する請求項１～７のいずれか一項に記載の装置
。
【請求項９】
　前記レセプタクル／アラインメント・モジュール（４０；８０）は光学透明材により形
成されている請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　前記レセプタクル／アラインメント・モジュール（４０；８０）、具体的にはその受け
部（４２；８２）は、前記コンバータと前記導波管との間に設けられた光信号のための少
なくとも１つの出口（３２；７２）、具体的には少なくとも１つのドリル穴および／又は
少なくとも１つの光学的透明媒体を含む請求項１～９のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１１】
　前記コンバータ（２８；６８）を接続するために、
　－前記基板（２０；６０）は、少なくとも１つの接点（３０；７０）、具体的には少な
くとも１つの接触面を有し、および／又は
　－前記レセプタクル／アラインメント・モジュール（４０；８０）は、少なくとも１つ
の接点（３４；７４）、具体的には少なくとも１つの接触面を有し、
　前記基板（２０；６０）の前記接点（３０；７０）は、前記レセプタクル／アラインメ
ント・モジュール（４０；８０）の前記接点（３４；７４）に割り当てられる請求項１～
１０のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１２】
　前記回路（２６；６６）は、前記端子接点（２２；６２）を有する前記基板（２０；６
０）の平面に実質的に配置されている請求項１～１１のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１３】
　前記回路（２６；６６）は、前記基板（２０；６０）に埋設されている請求項１～１２
のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１４】



(3) JP 2016-522446 A5 2017.6.15

　－前記電気－光コンバータ（２８）は、少なくとも１つのレーザ、具体的には少なくと
も１つの面発光レーザ（ＶＣＳＥＬ）であり、および／又は、
　－前記光－電気コンバータ（６８）は、少なくとも１つのダイオード、具体的には少な
くとも１つのフォトダイオードであり、および／又は
　－前記回路（２６；６６）は、少なくとも１つの特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、
具体的には少なくとも１つのカスタムチップである請求項１～１３のいずれか一項に記載
の装置。
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